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論  文  の  要  旨 
本論文は第１章の導入部分と第２章、第３章、第４章の主要部分で構成されている。第２章では消費
者の行動、特に現在の購買行動は過去のそれによって影響されるとする”state dependent consumer 

















 審  査  の  要  旨 
【批評】 
 
本論文は３つの研究からなる。第 1 研究では、消費者の state-dependence を実証的に考察し、興
味深い知見を得た。第 2 研究では、この消費者の state-dependence に加えて、製品市場において生













平成 29年 2月 9 日、システム情報工学研究科において論文審査委員全員出席のもと、著者の論文に
ついて説明を求め関連事項について質疑応答を行った。その結果、国立大学法人筑波大学学位規程第
２条第４項の「大学院の行なう博士論文の審査に合格し、かつ、大学院の博士課程を修了した者と同
等以上の学力を有すること」を論文審査委員全員によって確認し、合格と判定された。 
【結論】 
 
分析モデルの独自性と学術的な貢献度の高さを考慮し、本研究は博士（マネジメント）の学位を取得
するための要件を十分に満たしていると判断する。 
 
 
